
 

令和７年度第２回 

秋田県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

東北職業能力開発大学校附属秋田職業能力開発短期大学校部会 

開 催 概 要 

 

１ 開催日時 

  令和８年２月１２日（木）１３：３０～１５：００ 

 

２ 開催場所 

  秋田職業能力開発短期大学校 会議室 

 

３ 主な議題 

・令和７年度事業実績について 

・令和８年度実施計画について 

  ・質疑応答、意見交換 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。 

  主な意見は、以下のとおり。 

 

 ・応募状況の復調からも、今できることに取り組まれ努力された印象を受ける。一方

で、応募がなかなか増えない科については、要因の検討が必要である。 

 

・在職者訓練の目標値達成は、企業が深刻な人手不足の中で人材確保が難しい状況を、生

産性向上によって補おうとしているところへの適切な人材育成支援といえる。 

 

・関係機関が実施した進路支援のアンケート結果より、相談する相手として母親が 1

位となったことからも、オープンキャンパスに保護者が参加している点は効果的と考

える。また当機関としては、市などの休日イベントと組み合わせた、保護者参加型の

企業説明会を現在検討している。そこにポリテクカレッジも参加してもらうことで、

進学から就職までの流れを示しやすくなるとも考えており、今後も情報提供を続けて

いく。 

 

・入校者確保は、高校の工業系学科においても課題であり、ものづくりへの興味づけ

が難しい。小学生には関心が見られる一方、中学校で意識が薄れる傾向があるため、

中学校、特に教員への働きかけを強め、工学系分野への進学につながるような道筋が

できればと考えているので、ぜひ一緒に進めていただきたい。 
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【委員】 

 

＜学識経験者代表＞ 

  仲谷 博志     株式会社北鹿新聞社 取締役編集局長 

 

＜労働者代表＞ 

  藤嶋 靖      連合秋田大館鹿角地域協議会 事務局長 

 

＜中小企業代表＞ 

白川 懸士（座長） 大館商工会議所 会頭 

  藤盛 公之     秋田県北部テクノプラザ 幹事長 

  

＜行政機関代表＞ 

  中嶋 由美子    秋田県産業労働部雇用労働政策課長 

  北林 武彦     大館市副市長 

  小笠原 洋行    大館公共職業安定所長 

 

＜教育機関代表＞ 

  伊藤 康夫     秋田県立大館桂桜高等学校 校長 

 

 


